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原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員

長　

村
上
邦
男
）
は
、
９
月
26
日
〜
10
月

６
日
、
欧
州
４
カ
国
の
原
子
力
関
係
施
設

を
訪
問
し
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
利
用
）
の
実
績
や
安
全
性
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
等
の
処
分
場
や
処
分
動
向

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

の
グ
ン
ド
レ
ミ
ン
ゲ
ン
原
子
力
発
電
所
を

視
察
し
ま
し
た
。こ
の
原
子
力
発
電
所
は
、

原
電
東
海
第
二
発
電
所
と
同
じ
沸
騰
水
型

軽
水
炉
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
で
、
出
力
１
３
４
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
炉
２
基
が
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
用
い
た
運
転
は
、
１
９

９
５
年
と
１
９
９
６
年
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
15
年
の
運
転
実
績
が
あ
り
ま
す
。

同
発
電
所
の
ブ
レ
シ
ッ
ク
所
長
は
、「
両

発
電
所
と
も
操
業
開
始
以
来
、
平
均
90
％

の
高
稼
働
率
で
運
転
し
て
い
る
。
ま
た
、

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
ウ
ラ
ン
燃

料
使
用
と
ほ
と
ん
ど
相
違
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
15
年
間
、
問
題
ら
し
い
問
題
は
起
こ

っ
て
い
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
関
心
が
な
い
、
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
緑
の
党
な
ど
の
台
頭
で
、

２
０
０
２
年
か
ら
脱
原
子
力
政
策
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
連
立
政
権
は
こ
の
政

策
を
見
直
す
方
針
で
、
ち
ょ
う
ど
我
々
が

ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
、
ド
イ
ツ

政
府
が
今
後
平
均
12
年
間
、
原
子
力
発
電

を
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
つ
い

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
下
研
究
施
設
や
処
分
場

予
定
地
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
２
０
０
６
年
の
法
律

に
基
づ
き
、高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物（
ガ

ラ
ス
固
化
体
）
と
中
レ
ベ
ル
長
寿
命
放
射

性
廃
棄
物
を
、
パ
リ
か
ら
約
１
２
０
キ
ロ

に
位
置
す
る
ビ
ュ
ー
ル
地
下
研
究
所
の
近

傍
、
地
下
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
粘
土
質

岩
の
地
層
（
15
平
方
キ
ロ
）
に
処
分
す
る

計
画
で
す
。
処
分
に
は

可
逆
性

が
求

め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
１
０
０
年
間
は
回

収
可
能
な
状
態
で
処
分
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
政
府
が
最
終
決

定
し
、２
０
１
７
年
か
ら
処
分
場
を
建
設
、

２
０
２
５
年
か
ら
処
分
を
開
始
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
層
で
は
、
１
滴
の
水
が
１
０
０

万
年
に
７
メ
ー
ト
ル
し
か
動
か
ず
、
放
射

性
物
質
の
閉
じ
込
め
性
が
良
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
地
下
４
９
０
メ
ー
ト
ル
の
試
験

坑
道
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
に
坑
道
を

掘
削
中
で
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
入
れ
る
横

穴
も
数
カ
所
掘
ら
れ
て
お
り
、
計
画
が
進

展
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
使
用
済
燃
料
を
地
下
約
４
０
０
〜
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
結
晶
質
岩
中
に
地
層
処

分
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
両

国
と
も
既
に
処
分
地
を
選
定
し
て
お
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
２
０
１
１
年
に
処
分

場
の
建
設
許
可
申
請
、
２
０
２
３
年
か
ら

処
分
開
始
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
２
０
１

２
年
に
建
設
許
可
申
請
、
２
０
２
０
年
か

ら
処
分
開
始
の
予
定
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
２
０
０
８
年
ま

で
に
処
分
場
候
補
地
を
２
カ
所
に
絞
り
、

２
０
０
９
年
に
そ
の
う
ち
１
カ
所
を
処
分

地
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
治
体

で
は
、
処
分
実
施
会
社
の
地
道
な
理
解
活

動
の
努
力
も
あ
り
、
住
民
の
約
80
％
が
賛

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
住
民

意
識
調
査
で
は
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地

し
、
原
子
力
が
身
近
な
地
域
ほ
ど
賛
成
が

多
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

処
分
地
は
、
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か

ら
１
２
０
キ
ロ
の
人
口
２
万
１
５
０
０
人

の
海
に
面
し
た
自
治
体
で
、
夏
の
観
光
地

と
し
て
有
名
な
地
域
で
す
。
こ
の
処
分
場

が
で
き
る
と
、
50
年
間
１
０
０
０
人
の
雇

用
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、２
０
０
０
年
に
、

原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
る
地
元
議

会
が
賛
成
20
、
反
対
７
で
処
分
場
建
設
受

け
入
れ
を
可
決
し
ま
し
た
。こ
の
背
景
は
、

原
子
力
施
設
に
対
す
る
信
頼
と
原
子
力
施

設
に
慣
れ
て
い
て
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ

と
や
、
雇
用
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
た
め

と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ドイツのグンドレミンゲン原子力発電所の概要説明

スウェーデンのエスポ地下研究施設を調査視察


